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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
を
鑑
み
、
５
月
８
日
に
開
催
を
予
定
し

て
い
た
静
岡
同
友
会
第
４
７
回
定
時
総
会

は
開
催
を
見
送
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
総

会
議
案
書
は
既
に
皆
さ
ま
の
お
手
元
に
郵

送
さ
せ
て
頂
き
、
書
面
表
決
に
て
議
事
を
執

り
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
、
同
友
会
の
理
念

で
あ
る
「
人
を
生
か
す
経
営
」
や
「
経
営
体

質
の
強
化
」
、「
連
帯
の
精
神
」
が
各
企
業
で

よ
り
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
静
岡

同
友
会
も
、
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ

て
「
企
業
づ
く
り
」「
地
域
づ
く
り
」「
同
友

会
づ
く
り
」
の
３
本
柱
か
ら
な
る
基
本
方
針

を
打
ち
立
て
ま
し
た
。
以
下
、「
活
動
方
針
」

を
総
会
議
案
書
よ
り
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま

す
。 

【
第
４
号
議
案
】
２
０
２
０
年
度
活
動
方
針 

１
．
は
じ
め
に 

２
０
２
０
年
度
は
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
で

世
界
が
震
撼
さ
せ
ら
れ
て
い
る
状
況
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
影
響
は

全
世
界
に
拡
が
り
、
外
出
禁
止
令
、
自
粛
、 

あ
ら
ゆ
る
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
本
年
度
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
の
東
京
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
１
年
余
り
の
延
期

と
な
り
ま
し
た
。
静
岡
で
も
あ
ら
ゆ
る
イ
ベ

ン
ト
が
中
止
さ
れ
、
そ
の
影
響
は
計
り
知
れ

な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
経

済
環
境
は
大
幅
に
減
速
し
て
お
り
、
そ
の
先

行
き
は
予
測
し
難
い
状
況
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
地
球
環
境
の
変
化
に
よ
る
甚

大
な
災
害
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
て
い

ま
す
。 

こ
の
不
確
実
性
、
有
事
の
対
応
は
我
々
経

営
者
、
そ
し
て
企
業
が
そ
の
資
質
を
問
わ
れ

る
時
で
も
あ
り
ま
す
。
「
企
業
と
雇
用
を
守

る
・
一
人
で
悩
ま
な
い
・
悪
徳
商
人
に
な
ら

な
い
」
自
主
・
民
主
・
連
帯
の
精
神
の
下
、

こ
の
行
動
三
本
柱
で
同
友
会
運
動
の
推
進

と
総
合
実
践
を
す
れ
ば
、
も
っ
て
真
価
を
発

揮
す
る
こ
と
は
間
違
え
あ
り
ま
せ
ん
。
静
岡

同
友
会
は
２
０
２
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
（
中
期
５

年
）
の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
本
年
度
の

活
動
方
針
を
以
下
に
記
し
ま
す
。 

１
、
企
業
づ
く
り 

 

時
代
は
大
き
く
変
化
し
、
国
際
経
済
・
国

内
経
済
と
も
に
暗
澹
た
る
状
況
と
な
り
ま

し
た
。
環
境
の
変
化
を
つ
か
み
、
動
向
を
踏

ま
え
て
事
業
展
開
を
す
る
に
は
、
経
営
指
針

の
成
文
化
と
組
織
的
実
践
が
必
要
不
可
欠

と
な
り
ま
す
。
自
社
の
優
位
性
を
検
証
し
、

Ａ
４
一
枚
か
ら
で
も
経
営
指
針
を
成
文
化

し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
人
を
生
か
す
経
営
を

実
践
す
る
上
で
、
労
働
環
境
の
見
直
し
と
就

業
規
則
の
制
定
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
社
員

の
働
き
甲
斐
と
自
発
性
を
発
揮
で
き
る
環

境
を
整
え
、
選
ば
れ
る
企
業
に
な
り
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
働
き
方
改
革
（
労
働
時
間
残
業

規
制
）
が
本
年
４
月
よ
り
中
小
企
業
に
も
適

用
と
な
り
ま
す
。
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
の

規
制
も
大
企
業
で
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
す
。
こ
ん
な
時
代
背
景
こ
そ
、
同

友
会
運
動
の
総
合
実
践
が
真
価
を
発
揮
す

る
こ
と
は
間
違
え
あ
り
ま
せ
ん
。 

２
、
地
域
づ
く
り 

 

中
小
企
業
憲
章
・
中
小
企
業
振
興
基
本
条

例
推
進
運
動
へ
の
積
極
的
係
わ
り
を
も
っ

て
、
地
域
の
活
性
化
の
推
進
役
と
な
り
ま
し

ょ
う
。
中
小
企
業
が
地
域
づ
く
り
を
担
っ
て

い
ま
す
。
各
地
の
振
興
会
議
に
積
極
的
に
係

わ
り
、
中
小
企
業
の
声
を
届
け
て
、
産
業
界
・

学
会
・
官
公
庁
・
金
融
機
関
・
各
種
団
体
と

も
連
携
し
て
地
域
行
政
・
中
小
企
業
施
策
の

実
現
に
向
け
、
自
助
努
力
を
重
ね
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
多
く
の
諸
機
関
と
も
連
携
し
て
同
友

会
運
動
の
推
進
と
中
小
企
業
家
の
声
を
届

け
、
経
営
環
境
の
改
善
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

３
、
同
友
会
づ
く
り 

現
在
静
岡
同
友
会
に
は
１
０
７
７
名
の

そ
し
て
全
国
に
は
４
万
８
０
０
０
名
の
仲

間
が
い
ま
す
。
同
友
会
理
念
を
理
解
し
交
流

し
あ
え
る
仲
間
が
増
え
る
こ
と
は
、
私
た
ち

の
学
び
の
す
そ
野
を
広
げ
、
辞
書
を
１
ペ
ー

ジ
加
え
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
そ
の
た
め

に
今
期
は
１
５
０
０
名
会
勢
実
現
に
向
け

て
、
様
々
な
場
面
で
学
び
を
増
や
し
ま
す
。

中
同
協
中
山
幹
事
長
が
言
わ
れ
る
『
楽
し

く
・
皆
で
・
最
後
ま
で
』
を
会
内
で
実
践
し

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
同
友
会
で
の
学
び
を
自

社
の
経
営
に
生
か
す
、
不
離
一
体
の
行
動
が

同
友
会
運
動
の
推
進
と
会
員
増
強
に
繋
が

り
ま
す
。
支
部
例
会
に
お
け
る
学
び
と
と
も

に
、
全
県
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
中
同
協
が
主

催
す
る
全
国
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
て

学
び
と
交
流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
同

友
会
３
つ
の
目
的
を
実
践
で
語
れ
る
語
り

部
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。 

 

静
岡
同
友
会 

第
４
７
回
定
時
総
会
議
案
書 

２
０
２
０
年
度 

活
動
方
針 

静岡同友会代表理事 
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３
月
中
旬
か
ら
会
員
皆
様
に
実
施
し
て

い
る
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
す
で
に
マ

イ
ナ
ス
の
影
響
が
出
て
い
る
」
企
業
は
８

９
社
（
３
８
％
）
、
「
今
後
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
」
企
業
は
１
１
７
社(
５

０
％)

と
回
答
者
の
８
８
％
に
悪
影
響
が

及
ん
で
い
ま
す
。
全
国
の
同
友
会
会
員
に

も
同
様
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
特
に
「
商

談
遅
延
」
が
３
７
％
、「
国
内
仕
入
先
か
ら

の
仕
入
れ
・
調
達
に
支
障
」
が
２
５
％
、

「
予
約
キ
ャ
ン
セ
ル
に
よ
る
売
上
減
や
損

失
」
が
２
５
％
、「
業
務
上
の
感
染
防
止
策

で
必
要
な
物
資
の
不
足
」
が
２
１
％
、「
来

店
数
の
減
少
等
に
よ
る
売
上
減
少
」
が
２

１
％
の
順
で
業
種
・
業
態
を
問
わ
ず
影
響

が
広
が
っ
て
い
ま
す
（
４
月
２
７
日
時
点
・

回
答
２
３
２
社
）
。 

静
岡
同
友
会
で
は
３
月
下
旬
と
４
月
上

旬
に
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
も
と
に
、

「
静
岡
県
内
の
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

の
存
続
を
第
一
に
据
え
た 

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
に
関
す
る
緊
急
要
望
・
提
言
」

を
、
静
岡
県
庁
、
東
海
財
務
局
静
岡
財
務

事
務
所
、
厚
生
労
働
省
静
岡
労
働
局
、
経

済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局
に
そ
れ
ぞ
れ

要
望
を
提
出
し
ま
し
た
。 

感
染
症
の
影
響
が
長
期
化
す
る
こ
と
も

想
定
し
、
会
員
皆
様
の
声
を
要
望
と
し
て

定
期
的
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
皆
様
の

声
を
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
国
や

県
、
市
町
の
行
政
機
関
な
ど
へ
の
要
望
や

金
融
機
関
へ
の
要
望
、
ま
た
自
社
を
取
り

巻
く
状
況
や
期
待
す
る
対
応
策
な
ど
ど
ん

な
こ
と
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
会
員
か
ら
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
声
は
、
速
や
か
に
、
中

小
企
業
家
同
友
会
全
国
協
議
会
は
じ
め
、

各
機
関
に
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
へ
の
対
応
に
伴
い
、

静
岡
同
友
会
の
４
月
県
理
事
会
は
４
月
２

２
日(

水)

、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
「
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
」
を
使
用
し
て
開
催
し
ま
し
た
。 

井
上
代
表
、
遠
藤
会
長
の
挨
拶
後
、
４

月
８
日(

水)

正
副
代
表
理
事
会
に
決
議
さ

れ
た
「
５
月
３
１
日
ま
で
の
会
活
動
の
お

願
い
」
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

支
部
長
・
専
門
委
員
長
・
正
副
代
表
理
事

の
全
員
か
ら
、
自
社
経
営
の
現
況
（
業
績
、

業
況
、
資
金
繰
り
、
雇
用
等
）
、
業
界
の
流

れ
等
を
、
顔
を
見
な
が
ら
報
告
し
あ
い
ま

し
た
。
各
支
部
、
各
県
専
門
委
員
会
で
も
、

顔
を
見
て
「
一
人
に
さ
せ
な
い
・
一
人
で

悩
ま
せ
な
い
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
会
議
等
の
活
用
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

翌
２
３
日(

木)

の
午
前
か
ら
は
、
県
政
策

委
員
会
を
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
て
開
催
し
、
経
営

状
況
の
報
告
と
意
見
交
換
を
１
時
間
半
ほ

ど
実
施
し
ま
し
た
。
他
に
も
県
障
が
い
者

問
題
委
員
会
や
県
共
育
委
員
会
は
じ
め
、

各
支
部
の
役
員
会
や
三
役
会
な
ど
で
も
同

様
に
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ビ
デ
オ
通

話
等
の
活
用
が
見
ら
れ
ま
す
。 

事
務
局
で
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
有
料
ア
カ
ウ
ン

ト
を
取
得
し
、
各
支
部
や
県
専
門
委
員
会

の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
会
議
の
開
催
登
録
や

会
員
へ
の
周
知
方
法
、
操
作
方
法
な
ど
ご

不
明
な
点
は
県
事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 そ

の
他
、
情
報
収
集
＆
情
報
発
信
、
情

報
ツ
ー
ル
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
）
の
活
用
、
代

替
活
動
の
発
信
、
会
員
と
会
員
を
繋
ぐ
！

経
営
相
談
の
場
（
会
員
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。 

◆
引
き
続
き
の
お
願
い
◆ 

国
や
県
・
市
町
の
行
政
機
関
や
金
融
機

関
等
へ
の
要
望
を
事
務
局
ま
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。 

新
型
コ
ロ
ナ
企
業
影
響
調
査
（
４
月
中
間
集
計
）
＆ 

４
月
県
理
事
会
を
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
て
開
催 

～
県
理
事
の
企
業
・
業
界
へ
の
影
響
を
報
告
・
意
見
交
換
～ 

会員限定サイト

をチェックしてみましょう

静岡同友会ではウェブ上の行事参加システム「 」のメニ

ュー欄から新型コロナウィルス感染症に関する情報発信をおこな

っています。

★まだ見ていない方は以下から

ぜひチェックしてください★

◆静岡同友会「 」

会員皆さまにお願いです
貴 社 の 取 組 み や 好 事 例 、 支 援 策 の 活 用 、

商 品 ・ サ ー ビ ス な ど の 宣 伝 や 広 報 、

企 業 間 連 携 で き る ・ や れ る こ と を 募 集

皆さまの企業ができること・やれること、取り組み（働き方、感染予防

策、衛生用品やサービスの紹介、地域連携など）を事務局まで教えてくだ

さい！集まった情報は一覧にまとめ、 から全会員へ随時お知らせ

しています（上記のＱＲコードからもログインできます）。

◆静岡同友会事務局◆

： ：

：
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浜松支部 
弁護士法人長野法律事務所 

長野 哲久 氏 

中遠支部 
㈲大橋商事 

遠藤 健正 氏 

志太支部 
㈲池原商会 

池原 智彦 氏 

静岡支部 
㈲大戸化成 

大戸 利之 氏 

富士宮支部 
㈱東海製蝋 

阿久澤 太郎 氏 

富士支部 
天母鋼業㈱ 

伊藤 博之 氏 
沼津支部 

㈲イーリード 
越膳 徹 氏 

三島支部 
㈲トラスト 

村松 盛次郎 氏 

御殿場支部 
㈱蒼設計 

立道 浩幸 氏 

伊東支部 
㈱祇園 

守谷 匡司 氏 

「本質に迫る」と「学びの
実践」をテーマに活動を進
めて参ります。経営課題の
本質を追究し、経営者自ら
が変わる、そして学び気づ
いたことを素直に実践する。
皆で実のある支部活動を推
進していきましょう！ 

今年度のテーマは「原点回
帰～脱皮～」です。自分・
自社の成長という本来の目
的のため、改めて何のため
の同友会かを意志しながら
活動します。30周年事業も
行われる節目の今年度は、
新体制で「脱皮」にも挑ん
でいきます。 

今年度も「次世代
に繋がる支部づく
り」がテーマです。
まずは経営指針の
成文化と実践、次
に仲間づくり、そ
して地域に必要と
される地域になる
こと。同友会の3つ
の目的を目指すこ
とで、このテーマ
が実現できると思
います。 

今年度のテーマは「実践しなけ
りゃ意味がない」です。具体的
な活動方針は「したたかに盗み
合う」こと。経営のヒントとい
うお宝の山を増やすため、真剣
に経営実践を議論できるユニー
クな価値観を持つ仲間づくりと、
例会への積極的な参加促しにも
精を出します。 

今年度のテーマは「愛」です。「地域を愛し、社員
と会社を愛し、仲間と家族を愛す」皆さんの実践で、
静岡市を皆さん愛でいっぱいにしていただきたいで
す。基本方針は、例会の実施、300名目標の会員増強、
委員会を跨いだ行政との連携で市の活性化に貢献。
「頼れる静岡支部」「学ぶ静岡支部」「活気あふれ
る静岡支部」を実践していきます。 

今年度も「人を大切にする」をテーマ
に「人材不足」＝「人の問題」を継続
的に取り組みます。「人を大切にす
る」企業づくり進め、会員企業が地域
になくてはならない企業になっていけ
たらいいと思います。 

昨年1年で32名から37名に会員が増
えました。今年の目標は55名です。
会員が切磋琢磨し、元気で明るく、
社会に有益な企業となれば社会貢献
できます。浜松支部の会員を更に増
強し、地域社会に貢献しよう！ 

①ゲストを招き多様性のある充実した例会 
②経営指針や昨今の働き方改革も含めた労
使見解に関する勉強会 
③会員増強 
感染症の影響による苦境を生き延びること
を最優先とし、3点の活動を進めていきます。 

今年度のテーマは「例
会をより活性化し、共
に育つ」です。会員が
同友会を通じて共に育
ち、それを自社の発展
に役立てます。必要な
のは「人を動かす力」
です。 

今年度の重点課題は「学び」
「地域」「仲間」の3点です。
各委員会の切磋琢磨により、
学びを深めましょう。①支部
の姿を地域に示し、地域と共
に問題解決や地域づくりに取
り組みましょう。②全会員一
丸となり支部の増強に努めよ
う。③活力ある御殿場支部と
しましょう。 

榛南支部 
㈱ナック 

中野 博美 氏 

何のための同友会なのかを常に再確認し
ながら、活発な委員会活動を促進。「出
席しないと損をする」魅力ある例会づく
りを企画し、多くの会員に同友会に入っ
て良かったと思ってもらえるようにした
いと思います。   

3



浜松支部 
弁護士法人長野法律事務所 

長野 哲久 氏 

中遠支部 
㈲大橋商事 

遠藤 健正 氏 

志太支部 
㈲池原商会 

池原 智彦 氏 

静岡支部 
㈲大戸化成 

大戸 利之 氏 

富士宮支部 
㈱東海製蝋 

阿久澤 太郎 氏 

富士支部 
天母鋼業㈱ 

伊藤 博之 氏 
沼津支部 

㈲イーリード 
越膳 徹 氏 

三島支部 
㈲トラスト 

村松 盛次郎 氏 

御殿場支部 
㈱蒼設計 

立道 浩幸 氏 

伊東支部 
㈱祇園 

守谷 匡司 氏 

「本質に迫る」と「学びの
実践」をテーマに活動を進
めて参ります。経営課題の
本質を追究し、経営者自ら
が変わる、そして学び気づ
いたことを素直に実践する。
皆で実のある支部活動を推
進していきましょう！ 

今年度のテーマは「原点回
帰～脱皮～」です。自分・
自社の成長という本来の目
的のため、改めて何のため
の同友会かを意志しながら
活動します。30周年事業も
行われる節目の今年度は、
新体制で「脱皮」にも挑ん
でいきます。 

今年度も「次世代
に繋がる支部づく
り」がテーマです。
まずは経営指針の
成文化と実践、次
に仲間づくり、そ
して地域に必要と
される地域になる
こと。同友会の3つ
の目的を目指すこ
とで、このテーマ
が実現できると思
います。 

今年度のテーマは「実践しなけ
りゃ意味がない」です。具体的
な活動方針は「したたかに盗み
合う」こと。経営のヒントとい
うお宝の山を増やすため、真剣
に経営実践を議論できるユニー
クな価値観を持つ仲間づくりと、
例会への積極的な参加促しにも
精を出します。 

今年度のテーマは「愛」です。「地域を愛し、社員
と会社を愛し、仲間と家族を愛す」皆さんの実践で、
静岡市を皆さん愛でいっぱいにしていただきたいで
す。基本方針は、例会の実施、300名目標の会員増強、
委員会を跨いだ行政との連携で市の活性化に貢献。
「頼れる静岡支部」「学ぶ静岡支部」「活気あふれ
る静岡支部」を実践していきます。 

今年度も「人を大切にする」をテーマ
に「人材不足」＝「人の問題」を継続
的に取り組みます。「人を大切にす
る」企業づくり進め、会員企業が地域
になくてはならない企業になっていけ
たらいいと思います。 

昨年1年で32名から37名に会員が増
えました。今年の目標は55名です。
会員が切磋琢磨し、元気で明るく、
社会に有益な企業となれば社会貢献
できます。浜松支部の会員を更に増
強し、地域社会に貢献しよう！ 

①ゲストを招き多様性のある充実した例会 
②経営指針や昨今の働き方改革も含めた労
使見解に関する勉強会 
③会員増強 
感染症の影響による苦境を生き延びること
を最優先とし、3点の活動を進めていきます。 

今年度のテーマは「例
会をより活性化し、共
に育つ」です。会員が
同友会を通じて共に育
ち、それを自社の発展
に役立てます。必要な
のは「人を動かす力」
です。 

今年度の重点課題は「学び」
「地域」「仲間」の3点です。
各委員会の切磋琢磨により、
学びを深めましょう。①支部
の姿を地域に示し、地域と共
に問題解決や地域づくりに取
り組みましょう。②全会員一
丸となり支部の増強に努めよ
う。③活力ある御殿場支部と
しましょう。 

榛南支部 
㈱ナック 

中野 博美 氏 

何のための同友会なのかを常に再確認し
ながら、活発な委員会活動を促進。「出
席しないと損をする」魅力ある例会づく
りを企画し、多くの会員に同友会に入っ
て良かったと思ってもらえるようにした
いと思います。   

4



中
小
企
業
家
同
友
会
全
国
協
議
会
（
以
下
、

中
同
協
）
は
１
９
５
７
年
の
創
立
以
来
、
中
小

企
業
に
お
け
る
労
使
問
題
に
つ
い
て
議
論
を
重

ね
、
７
５
年
「
中
小
企
業
に
お
け
る
労
使
関
係

の
見
解
」
（
略
称
「
労
使
見
解
」
）
を
発
表
し
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
４
５
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

未
だ
に
色
褪
せ
る
こ
と
な
く
、
企
業
経
営
の
在

り
方
の
根
幹
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

「
労
使
見
解
」
か
ら
学
ぶ
べ
き
点
は
、
第
一

に
、
経
営
者
の
経
営
姿
勢
の
確
立
。
こ
れ
こ
そ

社
員
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
出
発
点
。
第
二
に
、

経
営
指
針
の
成
文
化
と
そ
の
全
社
的
実
践
の
重

要
性
。
第
三
に
、
社
員
を
も
っ
と
も
信
頼
で
き

る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
考
え
、
高
い
次
元
で
の
団
結

を
め
ざ
し
、
共
に
育
ち
あ
う
教
育
（
共
育
）
を

重
視
し
て
い
る
こ
と
。
第
四
に
、
経
営
を
安
定

的
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
外
部
環
境
の
改
善
に

も
労
使
が
力
を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
、
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。 

同
友
会
で
唱
和
す
る
３
つ
の
目
的
（
よ
い

会
社
を
つ
く
ろ
う
、
よ
い
経
営
者
に
な
ろ
う
、

よ
い
経
営
環
境
を
つ
く
ろ
う
）
の
根
幹
に
は
、

こ
の
「
労
使
見
解
」
が
存
在
し
ま
す
。 

以
下
全
文
を
紹
介
し
ま
す
。
よ
り
詳
し
く
お

読
み
に
な
り
た
い
方
は
、
中
同
協
発
行
の
書
籍

「
人
を
生
か
す
経
営
～
労
使
関
係
の
見
解
～
」

を
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。
同
友
会
事
務
局
ま

で
（
販
売
価
格 

５
５
０
円
）
。 

 
中

小

企

業

に

お

け

る

労

使

関

係

の

見

解 

 

１
．
経
営
者
の
責
任 

わ
れ
わ
れ
中
小
企
業
を
と
り
ま
く
情
勢
や
環
境
は
、

ま
す
ま
す
き
び
し
さ
を
加
え
、
そ
の
中
で
中
小
企
業

経
営
を
維
持
し
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
並
大
抵
の
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
わ

れ
わ
れ
中
小
企
業
経
営
者
が
情
勢
の
困
難
さ
を
口
実

に
し
て
経
営
者
と
し
て
の
責
任
を
十
分
果
た
さ
な
か

っ
た
り
、
あ
き
ら
め
た
り
、
な
げ
や
り
に
す
る
こ
と

が
間
違
い
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

経
営
者
は
「
中
小
企
業
だ
か
ら
、
な
に
も
言
わ
な
く

て
も
労
働
者
や
労
働
組
合
は
わ
か
っ
て
く
れ
る
は
ず

だ
」
と
い
う
期
待
や
甘
え
は
捨
て
去
ら
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
で
は
自
ら
の
責
任
を
果
た
し
て
い
る
と

は
い
え
な
い
の
で
す
。
経
営
者
で
あ
る
以
上
、
い
か

に
環
境
が
き
び
し
く
と
も
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し

て
、
経
営
を
維
持
し
発
展
さ
せ
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

経
営
者
は
企
業
の
全
機
能
を
フ
ル
に
発
揮
さ
せ
て
、

企
業
の
合
理
化
を
促
進
し
て
生
産
性
を
高
め
、
企
業

発
展
に
必
要
な
生
産
と
利
益
を
確
保
す
る
た
め
に
、

全
力
を
傾
注
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
は
、
わ
れ
わ
れ
経
営
者
は
資
金
計
画
、
利
益
計
画

な
ど
長
期
的
に
も
英
知
を
結
集
し
て
経
営
を
計
画
し
、

経
営
全
般
に
つ
い
て
明
確
な
指
針
を
つ
く
る
こ
と
が

な
に
よ
り
も
大
切
で
す
。
同
時
に
現
在
ほ
ど
は
げ
し

く
移
り
変
わ
る
情
勢
の
変
化
に
対
応
で
き
る
経
営
者

の
能
力(

判
断
力
と
実
行
力)

を
要
求
さ
れ
る
時
代
は

あ
り
ま
せ
ん
。
新
製
品
、
新
技
術
の
開
発
に
つ
と
め
、

幹
部
を
育
て
、
社
員
教
育
を
推
進
す
る
な
ど
、
経
営

者
と
し
て
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
り
ま

す
が
、
な
に
よ
り
も
実
際
の
仕
事
を
遂
行
す
る
労
働

者
の
生
活
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、
高
い
志
気
の
も

と
に
、
労
働
者
の
自
発
性
が
発
揮
さ
れ
る
状
態
を
企

業
内
に
確
立
す
る
努
力
が
決
定
的
に
重
要
で
す
。
経

営
の
全
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
キ
ー
ポ
イ
ン
ト

は
、
正
し
い
労
使
関
係
を
樹
立
す
る
こ
と
で
あ
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

２
．
対
等
な
労
使
関
係 

労
使
関
係
と
は
労
働
者
が
労
働
力
を
提
供
し
、
使

用
者
は
そ
の
代
償
と
し
て
賃
金
を
支
払
う
と
い
う
一

定
の
雇
用
関
係
で
あ
る
と
同
時
に
、
現
代
に
お
い
て

は
こ
れ
を
軸
と
し
て
生
じ
た
社
会
的
関
係
で
も
あ
り

ま
す
。
企
業
内
に
お
い
て
は
、
労
働
者
は
一
定
の
契

約
に
も
と
づ
い
て
経
営
者
に
労
働
力
を
提
供
す
る
わ

け
で
す
が
、
労
働
者
の
全
人
格
を
束
縛
す
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
契
約
は
双
方
対
等
の
立
場
で
取
り

交
わ
さ
れ
る
こ
と
が
た
て
ま
え
で
す
か
ら
、
労
働
者

が
契
約
内
容
に
不
満
を
も
ち
、
改
訂
を
求
め
る
こ
と

は
、
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
と
割
り
切
っ
て
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
労
使
は
相
互
に
独

立
し
た
人
格
と
権
利
を
も
っ
た
対
等
な
関
係
に
あ
る

と
い
え
ま
す
。
憲
法
や
労
働
三
法
な
ど
に
よ
っ
て
労

働
者
は
個
人
的
に
も
、
労
働
組
合
と
し
て
も
基
本
的

権
利
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
経
営
者
と
し
て
は
、

労
働
者
、
労
働
組
合
の
基
本
的
権
利
は
尊
重
す
る
と

い
う
精
神
が
な
け
れ
ば
、
話
し
合
い
の
根
底
基
盤
が

失
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
と
て
も
正
常
な
労
使
関
係

の
確
立
は
の
ぞ
め
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
以
上
の
こ
と

は
〈
１.
経
営
者
の
責
任
〉
の
項
と
対
立
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
人
格
と
し
て
は
ま
っ

た
く
対
等
で
あ
る
が
、
企
業
の
労
働
時
間
内
で
は
経

営
権
の
下
に
お
け
る
管
理
機
構
や
、
業
務
指
示
の
系

統
は
従
業
員
に
と
っ
て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

３
．
労
使
関
係
に
お
け
る
問
題
の
処
理
に
つ

い
て 

 

中
小
企
業
経
営
者
と
労
働
者
は
経
営
内
に
お
い
て

雇
用
と
被
雇
用
の
関
係
と
い
う
点
で
ま
っ
た
く
ち
が

う
わ
け
で
す
か
ら
、
労
使
の
矛
盾
や
紛
争
が
ま
っ
た

く
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
け
っ
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

労
使
の
間
で
日
常
不
断
に
生
ま
れ
て
く
る
労
働
諸
条

件
や
そ
の
他
多
く
の
問
題
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
労

使
が
対
等
な
立
場
で
徹
底
的
に
話
し
合
い
、
労
働
組

合
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
団
体
交
渉
の
場
に
お
い
て
解

決
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
団
体
交

渉
の
内
容
方
法
は
労
使
双
方
の
意
識
水
準
、
歴
史
の

過
程
、
全
人
格
が
全
て
投
影
さ
れ
る
わ
け
で
す
か
ら
、

一
定
の
公
式
な
ど
あ
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま

ら
な
い
こ
と
か
ら
相
互
不
信
を
招
か
な
い
よ
う
な
、

ご
く
一
般
的
な
手
法
は
必
要
不
可
欠
で
す
が
、
基
本

的
に
は
誠
心
誠
意
交
渉
に
の
ぞ
む
経
営
者
の
姿
勢
、

態
度
こ
そ
、
も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
経
営
者

が
労
働
者
の
立
場
、
考
え
方
、
感
情
を
で
き
る
か
ぎ

り
理
解
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
は
話
し
合
い
の
前
提
で

あ
り
ま
す
し
、
ま
た
労
働
条
件
の
改
善
に
つ
い
て
実

行
で
き
る
こ
と
、
ま
た
必
要
な
こ
と
は
積
極
的
に
取

り
組
む
と
い
う
姿
勢
が
大
事
で
す
。
し
か
し
同
時
に
、

い
わ
ゆ
る
も
の
わ
か
り
の
良
い
経
営
者
が
イ
コ
ー
ル

経
営
的
に
す
ぐ
れ
た
経
営
者
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
労

働
条
件
の
改
善
に
つ
い
て
、
直
ち
に
実
行
で
き
る
こ

と
、
実
行
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
、
当
面
は

不
可
能
な
こ
と
な
ど
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
も
し
、
そ
れ
を
実
行
し
な
け
れ
ば
経
営
は

前
進
し
な
い
し
、
経
営
者
と
し
て
従
業
員
に
も
責
任

を
負
え
な
い
よ
う
な
重
要
問
題
に
つ
い
て
は
、
全
情

熱
を
か
た
む
け
て
労
働
者
を
説
得
し
、
あ
ら
ゆ
る
角

度
か
ら
理
解
と
協
力
を
求
め
る
努
力
を
つ
く
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
労
使
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
良
く
す
る
こ
と
は
経
営
者
の
責
任
で
す
。「
当
社
の

労
働
者
は
、
も
の
わ
か
り
が
悪
い
」
と
い
く
ら
愚
痴

を
こ
ぼ
し
て
も
問
題
は
一
歩
も
前
進
し
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
は
、
労
使
間
の
問
題
を
団
体
交
渉
の
場
で

話
し
合
う
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
職
場
内
の
会
社

組
織
を
通
じ
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
、

労
使
の
意
思
の
疎
通
を
は
か
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
界

全
社
一
丸
体
制
で
難
局
を
乗
り
越
え
る
！ 

～
企
業
経
営
の
在
り
方
〔
紹
介
〕
人
を
生
か
す
経
営
「
労
使
見
解
」
～ 
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や
企
業
の
お
か
れ
て
い
る
現
状
や
、
経
営
者
の
考
え
、

姿
勢
を
は
っ
き
り
説
明
す
る
と
同
時
に
、
労
働
者
の

意
見
や
、
感
情
を
で
き
る
だ
け
正
し
く
う
け
と
め
る

常
日
頃
の
努
力
が
必
要
で
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

４
．
賃
金
と
労
使
関
係
に
つ
い
て 

 

労
働
者
と
労
働
組
合
は
、
高
い
経
済
要
求
を
も
っ

て
お
り
、
労
働
時
間
の
短
縮
を
つ
よ
く
の
ぞ
ん
で
い

ま
す
。
経
済
的
要
求
に
つ
い
て
は
、
高
度
成
長
政
策
、

イ
ン
フ
レ
政
策
の
も
と
で
の
労
働
者
の
生
活
実
態
を

よ
く
考
え
、
産
業
別
、
業
種
別
、
地
域
別
、
同
業
同

規
模
企
業
な
ど
の
賃
金
実
態
、
初
任
給
な
ど
を
比
較

検
討
し
、
そ
の
上
で
誠
意
を
も
っ
て
話
し
合
い
、
交

渉
す
る
と
い
う
態
度
を
堅
持
し
ま
す
。
し
か
し
、
現

実
に
は
、
企
業
の
力
量
を
良
く
見
き
わ
め
、
企
業
発

展
の
経
営
計
画
を
あ
き
ら
か
に
し
め
し
、
長
期
、
短

期
の
展
望
の
な
か
で
、
妥
協
で
き
る
節
度
の
あ
る
賃

金
の
引
き
上
げ
を
は
か
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
と
考

え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
①
社
会
的
な
賃
金
水
準
、

賃
上
げ
相
場
②
企
業
に
お
け
る
実
際
的
な
支
払
い
能

力
、
力
量
③
物
価
の
動
向
、
と
い
う
三
つ
の
側
面
を

正
確
に
つ
か
み
、
労
働
者
に
誠
意
を
も
っ
て
説
得
し
、

解
決
を
は
か
り
、
一
方
、
そ
の
支
払
い
能
力
を
保
証

す
る
た
め
の
経
営
計
画
を
、
労
働
者
に
周
知
徹
底
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
に
節
度
あ
る
賃

金
の
引
き
上
げ
を
は
か
る
た
め
に
も
労
使
が
協
力
し

な
け
れ
ば
達
成
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。 

 

経
営
者
は
昇
給
の
時
期
、
そ
の
最
低
率(

額)

お
よ

び
賞
与
の
時
期
、
そ
の
最
低
率(

額)

と
方
法
な
ど
に

つ
い
て
明
確
に
で
き
る
も
の
は
規
定
化
す
る
よ
う
努

力
す
べ
き
で
す
。
ま
た
、
労
働
者
と
労
働
組
合
が
、

き
わ
め
て
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
る
労
働
時
間
の
短

縮
に
つ
い
て
も
社
会
的
趨
勢
と
し
て
こ
れ
を
と
ら
え
、

一
歩
一
歩
着
実
に
、
産
業
別
や
業
界
の
水
準
に
遅
れ

ぬ
よ
う
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
事
前
に
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

５
．
労
使
に
お
け
る
新
し
い
問
題 

 

産
業
構
造
高
度
化
の
進
展
と
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
の

近
代
化
、
合
理
化
の
進
行
の
過
程
の
中
で
労
働
者
の

人
間
性
回
復
の
問
題
が
新
し
く
登
場
し
ま
す
。
労
働

者
の
職
場
選
択
の
最
大
の
要
素
と
し
て
「
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
」
が
第
一
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。

労
働
者
の
雇
用
の
促
進
と
定
着
性
の
問
題
を
考
え
て

み
て
も
、
こ
の
こ
と
は
、
非
常
に
大
切
で
す
。
労
使

関
係
に
は
、
た
だ
た
ん
に
経
済
的
な
労
働
条
件
だ
け

で
は
解
決
で
き
な
い
要
素
が
あ
る
こ
と
を
重
視
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
労
働
は
苦
痛
で
あ
る
と
い
う
面

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
労
働
者
は
「
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
」、
労
働
に
対
す
る
誇
り
と
喜
び
を
求
め

て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
技
術
革
新
の
進
む
中
で
、

仕
事
は
ま
す
ま
す
単
純
化
さ
れ
合
理
化
さ
れ
る
の
で
、

な
お
い
っ
そ
う
、
労
働
者
の
労
働
に
対
す
る
自
発
性

と
創
意
性
を
い
か
に
作
り
出
し
て
い
く
か
は
、
と
く

に
中
小
企
業
家
の
関
心
を
も
つ
べ
き
大
き
な
課
題
で

す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

６
．
労
使
関
係
の
新
し
い
次
元
へ
の
発
展 

 
わ
れ
わ
れ
は
、
労
使
関
係
に
つ
い
て
長
い
苦
悩
に

み
ち
た
失
敗
の
経
験
と
、
い
く
つ
か
の
成
功
経
験
を

持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
経
験
を
一
般
化
す

る
ま
で
に
経
験
の
交
流
と
討
議
を
経
て
い
ま
せ
ん
。

労
働
組
合
が
作
ら
れ
て
間
も
な
い
経
営
、
頻
繁
に
ス

ト
ラ
イ
キ
を
反
復
さ
れ
、
労
使
紛
争
の
た
え
な
い
経

営
、
二
つ
の
分
裂
し
た
労
組
の
あ
る
経
営
、
労
働
組

合
が
つ
く
ら
れ
、
長
い
年
月
を
経
て
相
互
の
切
磋
琢

磨
に
よ
っ
て
高
い
次
元
に
ま
で
達
し
た
労
使
関
係
を

も
つ
経
営
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
中
小
企
業

家
は
、
そ
の
企
業
内
の
労
働
者
と
労
働
組
合
の
団
結

の
強
さ
の
度
合
い
、
上
部
組
織
の
関
係
、
そ
の
思
想

意
識
の
状
態
な
ど
に
十
分
対
応
で
き
る
能
力
を
も
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
中
小
企
業
に
お

い
て
は
、
家
族
的
で
人
間
の
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
労
使

の
関
係
、
労
働
組
合
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、

積
極
的
に
労
働
条
件
を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
意
思

疎
通
を
は
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
互
の
信
頼
感
が

十
分
に
形
成
さ
れ
て
い
る
労
使
関
係
な
ど
、
中
小
企

業
と
し
て
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
即
応
し
た
労

使
の
関
係
が
つ
く
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
あ
る

程
度
の
認
識
や
関
心
を
も
っ
て
い
て
も
労
働
組
合
の

結
成
時
や
社
会
経
済
情
勢
の
激
変
期
、
ま
た
、
誠
意

を
も
っ
て
話
し
合
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
団
体

交
渉
に
お
い
て
行
き
づ
ま
り
が
生
じ
た
場
合
な
ど
は
、

労
使
の
親
近
感
が
急
速
に
崩
れ
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま

す
。
中
小
企
業
と
い
え
ど
も
、
時
に
は
対
立
や
紛
争

状
態
も
避
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

過
程
を
た
ど
り
な
が
ら
、
新
し
い
次
元
の
相
互
の
信

頼
へ
と
す
す
む
も
の
と
考
え
ま
す
。
労
使
は
相
互
に

独
立
し
た
権
利
主
体
と
し
て
認
め
あ
い
、
話
し
合
い
、

交
渉
し
て
労
使
問
題
を
処
理
し
、
生
産
と
企
業
と
生

活
の
防
衛
に
あ
た
っ
て
は
、
相
互
に
理
解
し
合
っ
て

協
力
す
る
新
し
い
型
の
労
使
関
係
を
つ
く
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
小
企
業
お
け
る

労
使
の
関
係
が
成
立
す
る
条
件
は
い
ま
、
社
会
的
に

成
熟
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

７
．
中
小
企
業
に
お
け
る 

労
働
運
動
へ
の
わ
れ
わ
れ
の
期
待 

 

中
同
協(

同
友
会)

は
、
中
小
企
業
を
と
り
ま
く
社

会
的
、
経
済
的
、
政
治
的
環
境
を
改
善
し
、
中
小
企

業
の
経
営
を
守
り
、
安
定
さ
せ
、
日
本
経
済
の
自
主

的
、
平
和
的
な
繁
栄
を
め
ざ
し
て
運
動
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
大
企
業
優
先
政
策
の
も
と
で
、
財
政
、
税

制
、
金
融
、
資
材
、
労
働
力
の
雇
用
や
下
請
関
係
、

大
企
業
と
の
競
争
関
係
の
面
で
多
く
の
改
善
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
を
抱
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ

し
て
ま
た
、
中
小
企
業
に
働
く
労
働
者
の
生
活
に
つ

い
て
も
深
い
関
心
を
は
ら
い
、
そ
の
労
働
条
件
の
改

善
に
つ
い
て
も
努
力
を
つ
づ
け
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
必
ず
し
も
大
企
業
の
水
準
に
達
し
て
い
な
い
状

態
に
つ
い
て
は
着
実
に
改
善
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
中
小
企
業
家
が
い

か
に
企
業
努
力
を
払
っ
た
と
し
て
も
、
労
使
関
係
に

横
た
わ
る
す
べ
て
の
問
題
を
企
業
内
で
解
決
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
り
、
労
働
者
、
労
働
組
合
の
生
活

と
権
利
を
保
障
す
る
た
め
に
、
民
主
的
な
相
互
協
力

関
係
を
き
ず
き
あ
げ
る
持
続
的
な
努
力
が
双
方
に
課

せ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
相
互
に
そ
の
立
場
を

尊
重
し
あ
い
、
相
手
に
対
し
て
一
面
的
な
見
方
や
敵

対
視
す
る
態
度
を
改
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

公
営
企
業
や
大
企
業
と
ち
が
っ
て
、
中
小
企
業
に

お
け
る
「
労
働
運
動
の
要
求
と
た
た
か
い
」
に
お
い

て
は
、
中
小
企
業
の
現
実
に
立
脚
し
て
、
節
度
あ
る

「
た
た
か
い
」
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
労
使
間
の

矛
盾
、
問
題
の
処
理
に
あ
た
っ
て
は
、
話
し
合
い
を

基
本
と
す
る
ル
ー
ル
を
尊
重
し
て
解
決
点
を
見
出
す

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
国
民
生
活
の
ゆ
た
か
な
繁
栄

の
た
め
に
中
小
企
業
の
存
立
と
繁
栄
は
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
中
小
企
業
に
お
け
る
労
働

者
、
労
働
組
合
に
と
っ
て
も
そ
の
安
定
性
の
あ
る
企

業
と
職
場
は
生
活
の
場
で
あ
り
、
社
会
的
に
活
動
す

る
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
正
し
く
理
解
す
る
よ
う
期
待

し
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

８
．
中
小
企
業
の
労
使
双
方
に
と
っ
て
の
共

通
課
題 

 

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
「
中
小
企
業
家
が
い
か
に

し
て
企
業
努
力
を
払
っ
た
と
し
て
も
、
労
使
関
係
に

横
た
わ
る
す
べ
て
の
問
題
を
企
業
内
で
解
決
す
る
こ

と
は
不
可
能
」
で
す
。
な
か
で
も
物
価
問
題
、
住
宅

問
題
、
社
会
保
障
問
題
、
福
利
厚
生
施
設
問
題
な
ど

は
企
業
内
で
は
解
決
で
き
ず
、
当
然
政
府
な
ら
び
に

自
治
体
の
問
題
、
政
治
的
に
解
決
を
は
か
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
き
わ
め
て
重
大
な
問
題
で
す
。
こ
れ
ら

の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
積
極
的
に
運
動
す
る
こ

と
は
、
中
小
企
業
家
と
し
て
の
責
任
で
あ
り
、
ま
た
、

自
己
の
経
営
の
労
使
関
係
に
も
重
大
な
か
か
わ
り
が

あ
る
の
だ
、
と
い
う
自
覚
を
も
っ
て
同
友
会
運
動
を

よ
り
積
極
的
に
前
進
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

広
く
中
小
企
業
を
と
り
ま
く
諸
環
境
の
改
善
を
め
ざ

す
同
友
会
運
動
は
、
そ
こ
に
働
く
労
働
者
の
問
題
で

も
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
中
小
企
業
経
営
者
と

中
小
企
業
労
働
者
と
は
、
同
じ
基
盤
に
立
っ
て
い
る

と
考
え
ま
す
。
中
小
企
業
家
同
友
会
全
国
協
議
会
は
、

こ
こ
に
参
加
す
る
中
小
企
業
の
た
え
ま
な
い
努
力
に

よ
っ
て
、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
労
使
関

係
の
改
善
と
確
立
の
た
め
に
奮
闘
す
る
と
共
に
、
全

国
の
す
べ
て
の
中
小
企
業
家
と
労
働
各
団
体
に
も
こ

の
見
解
の
理
解
を
求
め
、
ひ
ろ
め
る
よ
う
努
力
す
る

も
の
で
す
。 

経
営
指
針
作
成
の
手
引
き
や
共
育
関
係
の

書
籍
な
ど
、
お
求
め
の
際
は
同
友
会
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

6



名義変更による新名義人�（敬 称 略）

氏名 社名・事業 所属支部 旧名義人

髙
たか
田
だ
　宜

よし
秀
ひで ㈱タカダ産業

一般廃棄物・産業廃棄物の収集運搬・処分、特別管理産業廃棄物の収集運搬、コーヒーの販売 御殿場 髙田　　知

※新会員の写真はe.doyu「ユーザ名簿」に掲載します。e.doyuからのご確認をお願い致します。

 
 
 
 
 

 
最近、静岡同友会 e-doyu にいつログインしましたか？活動の告知や出⽋回答だけではく、
下記のような、皆さまに役⽴つ情報を随時配信しています！ぜひご覧ください。 
e-doyu へのアクセス方法 

・WEB 版→静岡同友会ホームページの TOP ページ下のリンクからアクセス 

・モバイル版→右記の QR コードからアクセス 

ログイン ID・パスワードが分からない⽅、また操作⽅法などでご不明な点 
がある⽅は事務局までご連絡ください（TEL：054-253-6130）。 
 

掲⽰板 新型コロナ感染症に関するお知らせ 

事業者向けの施策・窓⼝紹介や、会員企業の取り組みやサービスなどの情報を発信 
 

掲⽰板 【リンク集(Youtube)】我が経営を語る！静岡社長 TV 

      5 ⽉ 11 ⽇以降順次、会員経営者の⽅の報告を youtube で配信していく予定です！ 
第⼀回⽬は、簑威頼⽒（㈱アサギリ・富⼠宮⽀部）です。お楽しみに！ 
 

掲⽰板 【報告集】厳しい局面を乗り越えてきた経営者の実践 

      過去の報告集などを掲載していきますので、⾃社経営にぜひご活⽤ください。 
現在、過去 10 年分の全県経営フォーラム報告集を⼀挙公開しています！  

 

アンケート 下記２つのアンケートにぜひご協力ください 

①新型コロナウイルス感染症緊急アンケート…各社の影響や要望を集計しています。 
アンケート結果は、会活動や、国・⾏政への要望・提⾔の内容に活かしていきます。 
②新型コロナ影響に関して紹介できるサービス・情報の募集…各企業の取り組みや 
サービスを取りまとめています。とりまとめた内容は他会員に配信していきます。 

 
 

e-doyu 活用のお願い 
 

e-doyu モバイル版 

静
岡
県
中
小
企
業
家
同
友
会

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ガ
ジ
ン

2020年
５
月
10日
号
　
通
巻
498号

　
定
価
200
円

静岡同友会Facebookページで、会員企業訪問の様子や
各支部例会の案内を掲載しています。ぜひご覧ください！ 


